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皆さん、こんにちは。第 2 回目

の例会ということでありますが、

一週間が本当に早く感じます。 

個人的にもいろいろあった一週

間ではありますが、こうまで早い

と、「還暦までまだ 2年ある」では

なく、「もう 2年しかない」と、少々焦りも感じて

いる今日この頃でございます。 

さて、本日は、各大委員長の皆さんから、今年度

の委員会方針を発表していただきます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

さて、今朝の三条新聞を開きましたら、「野水鋼

鐵店！」と大きく掲載されておりました。何事か

と思って記事を読んでみましたら、「にいがた健康

経営推進企業表彰」の奨励賞を受賞されたとのこ

と。武田さん、本当におめでとうございます。 

日頃の武田さんを見ている私からすると、「社長

自身の健康は大丈夫なのかな」と少し心配になり

ますが、従業員の健康づくりには本当に熱心に取

り組まれています。私が幹事を引き受ける見返り

として、長年吸っていた巻きたばこをやめていた

だいたり、健康イベントでは本寺小路まで歩いて

通ったりと、その努力を私は知っています。残念 

 

ながら腹回りへの効果は確認できませんでしたが、

見た目だけで人を判断してはいけません。改めま

して、おめでとうございます。 

さて、少し真面目なお話をいたします。 

最近のニュースを見ていますと、戦争、中東情勢、

円安、物価高、金利上昇、そして地震や豪雨など、

「先が読めない時代」だと感じます。遠い中東で

起きた出来事が、原油価格を通じてガソリン代や

電気代を押し上げ、三条の製造業のみならず産業

全体のコストにも影響します。世界の出来事が、

私たちの日常と決して無関係ではない時代になり

ました。 

そして一昨日は、7・13 水害から 22 年でした。 

あの日の三条の光景を、私たちは忘れることがで

きません。復興までの道のりも相当なものだった

と記憶しています。 

世界でも地域でも、不安定な出来事が増えてい

る今、私は改めてロータリーの存在意義を考えま

す。ロータリーは 1905年、アメリカ・シカゴで誕

生しました。急速に都市化が進み、人と人との信

頼が薄れていく中で、「信頼できる仲間をつくろう」

と始まったのがロータリーです。 

つまり、ロータリーはもともと、人と人との 
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：富山 洋 ガバナー「ロータリーで人生をより充実させよう」 

三 条 北 RC：齋藤孝之輔  会長 「 つ な が り を 力 に 、 未 来 へ つ な ぐ 」 

～人と地域と、自分を豊かに～ 

 
会長：齋藤孝之輔  幹事：野崎喜嗣  ＳＡＡ：大橋桂子 

例会日：火曜日 １２：３０～１３：３０   例会場：三条ロイヤルホテル ℡ 0256-34-8111 

No.2 

◆本日の行事：「今年度方針発表②｣ 

◆本日の出席：４３名中２８名 

◆先々回の出席率：４６名中３９名 82.98％ 

(前年同期 84.00％)  

◆先週のメークアップ(敬称略)： 

7/9 見附 RC 羽賀一真 

7/11 米山記念奨学委員長セミナー 田口実仁佳 

◆本日のビジター： 

加茂ロータリークラブ会長 森山 一理 様 

ＩＭ実行委員会式典委員長 小池 俊木 様 

会長挨拶： 齋藤孝之輔 会長 

事務局：三条市本町 3-5-25 三条ロイヤルホテル内 
Tel 0256-35-7160 / Fax 0256-35-7488 HP：https://www.sanjo-nrc.org 

オラインカ・ハキーム・ババロラ RI 会長 

「持続可能なインパクトを生み出そう」 
～CREATE LASTING IMPACT～ 

 

＊本日の配布書類等 

・月信 7 月号(閲覧) ・週報 No.1842(HP) 

・斎藤年度予算書・年間行事予定表 
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「つながり」を取り戻すために生まれた組織です。

今の世界を見ても、国と国、人と人、さまざまなと

ころで分断が進んでいます。だからこそ私は、ロ

ータリーの価値は 120 年前より、むしろ今の時代

の方が大きくなっているのではないかと思っています。 

私たちは戦争を止めることはできません。円安

や物価を動かすこともできません。しかし、人と

人との信頼を築くことはできます。困ったときに

相談できる仲間を増やすこともできます。そして、

その積み重ねが地域を元気にし、ひいては平和に

つながっていくのだと思います。 

本日、各委員長から発表いただく方針も、単な

る一年間の予定ではありません。委員会活動を通

じて、会員同士のつながりを深め、地域とのつな

がりを広げ、未来へつないでいくための第一歩だ

と思っております。 

今年度のテーマである、 

「つながりを力に、未来へつなぐ」 

この言葉を、ぜひ一年間、皆さんと一緒に形にし

ていきたいと思います。 

本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

・三条 RCより、｢第 2回 市内 4RC 会長・幹事会｣開催のご案内 

日時：8月 3日(月)18：30 会場：三条ロイヤルホテル 

・三条 RAC より、｢8 月第一例会のご案内｣ 

日時：8月 6日(木)19：30～21：00 会場：まちやま 2F 会議室 
 

・北クラブ LINE  ができました。今までの公式 LINE 以外に普通にメッセージ送信の

できるアカウントです。例会の欠席連絡など気軽にご利用ください。QRコードは例会

会場にもございますので、おともだち登録をよろしくお願いいたします。 
 

 

 

 

加茂ロータリークラブ 会長 森山 一理 様 
ＩＭ実行委員会 式典委員長 小池 俊木 様 

 

皆さん、こんにちは。本日は貴重なお時間をいただき、ありがと

うございます。まずは、4月に開催された 40 周年式典が大変素晴ら

しい式典となりましたこと、大変お疲れ様でした。 

本日は、9月 12 日(土)に開催される「第 4分区ＩＭ」のご案内に

参りました。会場は加茂七谷温泉 美人の湯です。自然豊かな山あ

いの会場でフォーラムを開催いたします。 

第 1 回 理事会議事録 

開催日時 令和 8年 7月 7日（火）11：30～12：30 

開催場所 三条ロイヤルホテル 

出席者 
出席数 17名（委任状 3名）/17名 

齋藤孝之輔、田口実仁佳、松山浩仁、野崎喜嗣、佐藤義英、大橋桂子、羽賀一真、石川一昭 
武田恒夫、田崎尚志、森 宏、伊藤博之、白倉 猛、福岡信行、吉川将人、長谷川千佳、石黒隆夫 

協議事項 協議結果 

1. 会長・幹事・ＳＡＡ慰労会 決算案の件  承認 

2. 決算報告 

（一般会計、Ｒ財団・米山奨学・スマイル BOX）の件 

Ｒ財団・米山奨学・・目標達成 承認 

3. 齋藤年度予算の件  承認 

4. 富山ガバナー公式訪問の件 グループ公式訪問：見附・三条北・三条東 RC  

日程：10月 13日(火) 

会場：見附イングリッシュガーデンホテルレアント 

（10月 6日(火)長澤ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 ｸﾗﾌﾞ協議会） 

承認 

5. 社会奉仕事業の件 ｢伝統ある三条祭りを盛り上げて三条市を元気

にしよう｣ 

承認 

6. 三条あおぞら会、会費の件 団体会員 1口 5,000円 協力 承認 

7. その他 新保パストガバナー訃報について 

クラブ LINE 

報告 

承認 

幹事報告： 野崎喜嗣 幹事 

ご挨拶： 

※ 7 月 7日週報未掲載 理事会報告 
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今回は、新潟大学で地域づくり活動に取り組む

学生グループ「ダブルホーム」の皆さんにもご参

加いただきます。約 20名の学生が参加し、フォー

ラムだけでなく懇親会でも皆さんと交流を深める

予定です。 

ぜひ 9 月 12 日(土)は、多くの皆様にご参加いた

だきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

8 月 8 日は「笑いの日」です。 

今年は令和 8 年 8 月 8 日ハハハの日に、文化会

館でイベントを開催します。午前 9 時 30 分から、

新潟県内のアマチュア芸人 17 組による、5分間の

お笑いパフォーマンスをお楽しみいただきます。 

私も 2作品出演予定です。また、

息子も芸人として出演し、山重の

女将さんとともに司会を務めます。 

ぜひご来場いただき、皆さんで

笑いの日をお祝いしましょう！ 

ありがとうございました。 

 

 

 

ロータリーの友 7 月号をご紹介

します。 

今月号の中で、特に新入会員の

皆さんに読んでいただきたいペー

ジは、まず横書き 2 ページの「ロ

ータリーとは」、「ロータリーの目

的」、「四つのテスト」が掲載されています。 

続いて 5 ページには、RI 会長メッセージが掲載さ

れていますので、ぜひお読みください。 

また、ロータリー財団管理委員長のジェニファー ・

ジョーンズさんと交流できるイベントが、8 月 21

日に東京、8月 23 日に神戸で開催されます。どな

たでも参加できますので、ご興味のある方はぜひ

ご参加ください。 

さらに 22 ページには、第 2560 地区富山洋ガバ

ナーのご紹介が掲載されています。読んでいただ

くととても素晴らしい方という事がわかりますの

で、ぜひご覧いただき、皆さんで富山ガバナーを

盛り上げていきましょう。以上、「ロータリーの友」

のご紹介でした。ありがとうございました。 
   

   

齋藤孝之輔 君 加茂ロータリークラブ会長 森山様、ＩＭ実行委員会式典委員長 小池様、 
ようこそ三条北ロータリークラブへ。 

石黒 隆夫 君 加茂 RC 森山様、小池様、本日はようこそ三条北 RC へ。 
ＩＭの開催ありがとうございます。ご成功を祈ります。 

森  宏 君 加茂ロータリークラブ 森山一理様、小池俊木様を歓迎して。 

星野 義男 君 ロータリー財団に協力します。 

江田 健一 君 協力させていただきます。 

涌井 敏 君 ＢＯＸに協力します。 

石川 勝行 君 財団に協力します。 

石川 友意 君 今年度分です。今年度の皆様のご協力よろしくお願い致します。 

   

   

大橋 桂子 君 先週愛犬 2 匹目が旅立ちました。 
あと 1匹おりますが、あと 1匹旅立つ時は一緒に旅立ちたいです。 

福岡 信行 君 加茂ロータリークラブ会長 森山様、小池さん、ようこそ！ 
高橋暢雄会員、お久しぶりです。また、よろしくお願いします。 

星野 義男 君 田口委員長に協力します。 

松山 浩仁 君 1週遅れになりましたが、齋藤年度のハレのスタートおめでとうございます。 
よき 1年になります様に！ 

森  宏 君 協力します。 

沼田 英次 君 協力いたします。 

田口実仁佳 君 協力します。 

落合 益夫 君 協力します。 

坂内 優子 君 自分が米山奨学の副委員長であることを、今さっき自覚しました！ 
今シーズン 1年がんばります♡ 

7 月１４日現在累計  ９３，０００
ロータリー財団 BOX  

7 月１４日現在累計  ２８，０００円  
米 山 奨 学 B O X  

委員会報告： 花井知之 クラブ会報・雑誌・広報・資料 委員長 

第 4 分区ＩＭ 

日時： 9 月 12 日(土) 受付 13：00 
※市内 4RC 合同のバスがあります。 

会場： 加茂七谷温泉 美人の湯 
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加茂 RC 会長 森山一理様・小池俊木様 今日は貴重なお時間をお借りして、 
ＩＭのご案内に参りました。よろしくお願いいたします。 

伊藤 博之 君 森山様、小池様、ありがとうございます。 

齋藤孝之輔 君 今年度方針発表、各委員長様よろしくお願い致します。 

野崎 喜嗣 君 加茂ロータリークラブ 森山会長様、小池 ＩＭ実行委員会式典委員長、 
本日はよろしくお願いいたします。各委員長のみなさま、よろしくお願いします。 

大橋 桂子 君 加茂ロータリークラブ 森山会長、小池ＩＭ実行委員会式典委員長、宜しくお願い致します。 

羽賀 一真 君 ｢老眼鏡｣という言い方は失礼なので、｢お手元用メガネ｣と言うらしいですが、その
お手元用メガネを忘れたＢＯＸ委員長のために、｢強｣｢中｣｢弱｣として 3つのメガネ
をクラブに寄贈するので使ってください！ 

渕岡 茂 君 梅雨のない北海道で大雨に遭遇してしまいました。 
何があっても不思議でない世の中になりました。 

高橋 暢雄 君 色々とご迷惑をおかけしました。本日からまたよろしくお願いいたします。 

森  宏 君 昨年売却した新潟の自宅が modified 住宅としてよみがえり、先週、元住人として 
インタビューを受け、テレビニュースに出ましたが、私はそのニュースを見ていません。 

長谷川千佳 君 久しぶりの例会です。今週てんりゅうに乗せてもらえる事になりました。 
息子よ、ありがとう。加茂ロータリー皆様、宜しくお願いします。 

石川 一昭 君 加茂 RC、森山様、小池様、ようこそ北 RCへ。 

佐藤 義英 君 各委員長、御苦労様です。ＢＯＸに協力‼ 

石川 友意 君 加茂クラブ、森山会長、小池委員長を大歓迎して‼  
方針発表の委員長の皆さん、ご苦労様です。 

外山 裕一 君 ＢＯＸに協力。 

涌井 敏 君 ＢＯＸに協力します。 

落合 益夫 君 ＢＯＸに協力。 

花井 知之 君 協力します。 

田口実仁佳 君 ＢＯＸご協力ありがとうございます。 

   
 
 

クラブ奉仕Ａ委員会 

石川一昭委員長 

齋藤年度 クラブ奉仕A委員長を

拝命致しました石川です。副委員

長に前年度幹事、また会長を経験

致しました森委員の２名で運営し

て参ります。 

・クラブ奉仕Ａとはクラブ奉仕Ｂと違い・職業分

類・会員増強・会員選考・そして従来のロータリー

情報委員会から名前が変わりました「ロータリー

ラーニング」の 4 つの委員会から成り立っており

ロータリークラブ の基本の部分です。クラブ奉仕Ｂ

を行動の委員会とすると、どちらかと言うと密に

クラブを支える委員会と言えるのではと思います。 

特に会員増強員会で新会員を募ってきませんと

会員選考の岡田委員長が活躍する場が無くなって

まいります、是非岡田委員長に仕事をさせて頂き

たいと思います 

会員増強の田崎委員長や長谷川副委員長そして

渕岡会員には今年１年間是非奮闘して頂き大勢新

しい仲間を呼んで来て頂きたいと思います 

ロータリーラーニング委員会では森委員長から

新入会員の皆さんはロータリーとは何かを是非学

んで頂きたいと思います。 

最後に、１年間齋藤会長をクラブ奉仕Ａの委員

全員一致で支えて行く所存であります。 

 

クラブ奉仕Ｂ委員会 

武田恒夫 委員長 

星野義男 副委員長(発表) 

委員会の目的 

構成している5委員会が連携をとり、

それぞれの委員会活動がスムーズに、

そして活気ある活動・運営ができるように調整し、

クラブ会長の方針が会員に伝わるように図る。 

事業計画 

5 委員会の連携を深めるための合同委員会や懇親

を深める場を作り、各委員会の事業計画の実行を

補佐する。特に親睦委員会の企画・活動に期待し、

応援する。 

7 月１４日現在累計  ５６，０００円  
ス マ イ ル B O X  

本日の行事： 今年度方針発表② 
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職業奉仕委員会 

吉川将人 委員長、福岡信行 副委員長(発表)  

委員会の目的 

過去に大学へ液晶モニター寄贈を行なった移動例

会の継続事業として取り組んでみる。 

地元大学生へ職業奉仕や社会奉仕の理念・理想を

伝える。 

他県から参集された学生に対し、将来的に地域へ

定着・定住してもらえるように、魅力を伝える 

昼食会を設け、合わせて会員同士の交流の場とする。 

事業計画 

（講演会） 

・会員メンバーの代表者を選出し、三条市立大学

の学生に地域で働くことの意義・その魅力を紹

介していただく。 

・講演参加人数について、数十名規模は聴衆が集

まることを前提に、大学側へ打診する。 

・何らかの授業や課外活動の一部へ、卓話・講演会

として組み込んでいただけるよう大学側へ依頼する。 

・参加人数規模に応じて、大学のメインホールか

個別の教室を会場として割り当てていただく。 

・実施時間帯は、午後早めの時間帯を想定し、依頼

する。 

（講演内容） 

・講演内容は学生に地元企業人として熱いメッセ

ージを送れれば十分なので、短時間で済ませる。 

・学生が退屈しないよう 10-15 分程度で簡潔に実

施する。 

・液晶モニター（またはプロジェクター）の利用も

想定し、事前に配布資料を準備。 

（昼食会） 

・講演会の実施前、または後に過去に利用事例の

ある学食での昼食会を催す。 

・混雑を回避するため、ピーク時間は外すものと

する（前回実施事例参考） 

今月内に計画案の三条市立大学側へ問い合わせ予定 

 

国際奉仕委員会 福岡信行 委員長 

委員会の目的 

国際奉仕活動の重要性を会員の皆

様に理解していただき、ロータリー

財団、米山奨学委員会の活動への参

加や寄付を募る。 
 

ロータリー財団年次基金 1 人あたり 150 ﾄﾞﾙ 

ポ リ オ プ ラ ス 基 金 1 人 30 ﾄﾞﾙ×会員数 

米山記念奨学金寄付(普通特別寄付合計) 

1 人 20,000 円×会員数 
 

・９月「基本的教育と識字率向上月間」の担当 

・ロータリー財団、米山奨学委員会のサポート。 

・国際大会への参加者を募る。 

 2027年 6月 26日〜30日 スペイン バルセロナ  

・国際奉仕フォーラムへの出席。 

   2026 年 9月 6 日 長岡グランドホテル 

 

社会奉仕委員会 

長谷川千佳 委員長 

齋藤会長年度のテーマ 

「つながりを力に、未来へつなぐ」 

  -人と地域と、自分を豊かに- 

のテーマに沿って、７つの事業をしていきます。 

１つ目は、当年度事業を「伝統ある三条祭りを

盛り上げるための八幡宮先供組合への稽古道具の

寄贈」を柱の事業として９０年以上続く伝統ある

三条祭りの大名行列の先導を行く先供組合に、ジ

ェンダーレスのこの時代に合わせて昨年から女性

の参加があり、三条市民の注目も集まる中、稽古

道具の老朽化や、道具の軽量化を図り、道具一式

を寄贈します。この事業で、先供組合の士気を高

め、三条祭りを盛り上げてもらい、参加している

すべての方たちに楽しんでもらえるようにお祭り

を盛り上げてもらいます。 

２つ目は三条 RC 主担の三条マルシェでのポリ

オ募金活動を行いポリオ撲滅を図りたいと思います。 

３つ目は三条駅東口自動改札化推進活動。三条

駅の東口を自動改札にすることでの交通公共機関

のスムーズな通勤通学に活用する市民の QOL をあ

げるために必要な奉仕事業となります。  

４つ目はフードバンクへの継続支援になります。 

物価高騰で、寄付も少なくなり、生きるために食

べるという事が難しい、母子、父子家庭の方たち

に必要な支援だと私は思います。私もシングルマ

ザーでしたので、今の様に食料支援などはありま

せんでしたが、せめて、生きていく希望を与えて

支えてあげられたら、新潟県の自殺者は必ず減る

と思います。希望を未来につなげてあげましょう。 

５つ目はスマイルボックスの財源を使うため、

予算については早めにスマイルボックス委員会と

打ち合わせをする。  

６つ目は地区補助金申請と、報告手続き。地区

補助金オリエンテーションに出席。 

７、地区ロータリー財団補助金管理セミナーへ

出席。11月 28 日(土)ホテルイタリア軒になります。 

 お願い 

昨年度事業を踏襲し伝統文化継承への社会奉仕

を進めます。 

フードバンククリスマスはどうしますか？   

私は先ほども言ったように、食べさせてあげる事
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が難しい時期も体験しています。生きるのに必死

な家族はクリスマスが来ることを嫌います。プレ

ゼントもケーキも我慢しなければなりません、ホ

ールケーキはどんなに幸せな時が過ごせるのか、

皆さん想像してみてください。皆さんの当たり前

が、他の人の当たり前じゃないことも理解してみ

てください。それを踏まえて、この事業はいかが

しますか？ 

 

青少年奉仕＆ライラ委員会 

松山浩仁 委員長 

こんにちは。今年度、青少年奉

仕・ライラ委員長を仰せつかりま

した松山です、よろしくお願いい

たします。 

 ロータリーでは従来奉仕の理想を成年、しかも

ある程度成功した社会人に浸透させるように努力

してまいりました。しかしそれでは遅すぎるとい

う事でこれから伸びる我々の後継者にこれを吹き

込み若い時から奉仕の精神を吹き込んで行けばよ

り良い社会を築くのにより一層役に立つのではと

いうねらいで 2013 年５大奉仕の第５部門になり

ました。 

 尚、ライラはロータリー・ユース・リーダーシッ

プ・アワードの頭文字から来ておりロータリー青

少年指導者養成プログラム、今年度は 3 月頃上越

方面で開催するという事しか決まっていませんが

是非とも優秀な若手育成に興味のある経営者の方

は応募の程よろしくお願いいたします。 

 

クラブ戦略委員会 

石黒隆夫 委員長 

会長の指示書「メンバーのクラ

ブに対する本音を優しく聞く」に

沿って本来の家庭会合の復活を目

指します。家庭会合（ファイヤーサ

イドミーティング）は５～１０人の少人数でいつ

もの環境と違うリラックスした会場で、ロータリ

ーを語り合うという先人達が考えた究極の親睦と

絆を作る場と考えます。月に１度のペースで開催

して全員が参加できるまで継続する予定です。 

 

 

 

「ガバナー就任のご挨拶」 

2026-27 年度ガバナー 富山 洋 様（雪国魚沼 RC） 
 

2026-27 年度ガバナーとしての

一年が、いよいよ始まります。ま

ずは、この大役をお預かりする

にあたり、皆さまから寄せられ

た温かいご支援に心より感謝申し上げます。 

 ガバナーノミニーデジグネート、ガバナーノミ

ニー、ガバナーエレクトの 3 期の研修はガバナー

へと続き、私にとって多くの気づきと学びの連続

でした。共に励まし合った同期ガバナー、導いて

くださったパストガバナーの先輩方、そして地区

役員・クラブの皆さま、事務局の皆さまのお力添

えがあったからこそ、今日の私があります。 

 この数年間を振り返ると、ロータリーは私に数

え切れないほどの「出会い」と「感動」を与えてく

れました。国際協議会での刺激的な体験、同期の

突然の訃報や交代劇…、その一つひとつが胸に深

く刻まれています。 

 尊敬する先輩からいただいた「出会いが人を変

え、感動が人を創る」という言葉の通り、ロータリ

ーでの経験は、私の心を揺さぶり、人としての在

り方を問い直す貴重な機会となりました。ロータ

リーでなければ出会えなかった仲間、ロータリー

でなければ考えなかった問い。そのすべてが、私

にとってかけがえのない財産です。 

 今年度、私は地区目標として 

「ロータリーで人生をより充実させよう」 

を掲げました。 

 ロータリアンの多くは事業に成功し、社会で活

躍されている方々です。すでに豊かな人生を歩ん

でこられた皆さまが、奉仕を通じて「他者（ヒト）」

のために行動するとき、その人生はより深く、意

義あるものへと変わります。 

 奉仕の形は一つではありません。 

 寄付という形で支える人、行動で汗を流す人、

高潔な職業倫理を保ち、地域の模範となる人、ロ

ータリーの精神を周囲に伝える人。どれも尊い奉

仕であり、どれもロータリアンとしての誇りです。 私

たちが「良い人」であり続けること、それこそが、

地域にとって最も大きな価値となります。今日の

小さな一歩が、未来の大きな希望につながり、や

がて「持続可能なインパクトを創造していきます」。 

 どうか皆さま、ロータリークラブがさらに輝く

未来へ進むために、この一年を共に歩んでまいり

ましょう。 

ガバナー月信 7 月号より  


